






ボタン穴の長さ

ボタン穴の長さ＝ボタンの直径✚厚み

2 41 3

Ａ～Ｂの位置で
ミシンをとめます。

５～６針かんぬき
止めをし、ミシンを
止めます。

５～６針かんぬき
止めをし、ミシンを
止めます。

Ｂ～Cの位置でミ
シンをとめます。
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3.	 布をボタンホール押えの下に置き、
押えの赤い線を布の縫いはじめの
線に合わせます。さらに、ボタン穴
の中心線が押えの穴の中央にして
ボタンホール押えを下げます。

ボタンホール押えは下
げるときに外枠を手前
に引いておきます。

ボタンホール押え外
枠は前後にスライド
します。

・先端に注意する
（リッパー、マチ針）

ケガをすることがあります。

●ボタンホールができたら
1.	 付属のリッパーで切り開きます。

切りすぎないようにマチ針等（ストッパー）を
使用します。

リッパー

マチ針

縫ってみましょう
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まつり縫い

・針先に注意！
ケガをすることがあります。

・模様選択時は針を上げます
針が折れ、ケガをすることが
あります。

1.	 はずみ車を手前にまわし、針・天
びんを上げます。

2.	 模様選択ダイヤルをまわし、ま
つり縫い模様を選びます。

ズボンやスカートの裾上げ、袖口の
裁縫に用います。服の寸法直しなど
にもご利用いただけます。

3.	 布を　図のように折り、しつけを
します。

4.	    でしつけの縫い目を開き、アイ
ロンで伸ばします。

5.	 図のように押えの下に布をおき、
はずみ車をゆっくり手でまわしな
がらまつり縫い模様の山部分が
布の重なった部分にわずかに刺
さるように合わせます。

6.	 スタート/ストップボタンを押し、
模様の山部がはずれないように
ゆっくり最後まで縫います。

7.	 布を返し、しつけ糸を抜きます。

まつり縫い模様では針が左のとき、布
の折山にかかる量が少ない程きれいに
仕上がります。また、布の重なりをはず
れると縫い合わせません。

・縫い始めるときは、押えを下げ
ます

糸が絡み、縫い損じになります。

布裏

針左

布を表に返す

布表

布表

布裏

布裏

まつり縫い
伸縮

まつり縫いジグザグ押え

布表
布裏

約 1センチ
重なるように

しつけをする

５ミリ
位の位

置

仕上がり全長

布裏 しつけの縫い目を開き

アイロンで伸ばす

縫ってみましょう
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点線ジグザグ縫い

パッチワーク

ジグザグ押え 点線ジグザグ・針先に注意！
ケガをすることがあり
ます。

・模様選択時は針を上
げます

針が折れ、ケガをするこ
とがあります。

・下糸巻き軸を左側にします
下糸巻き軸が右側にあると、
針が上下しません。

布裏

布裏

開く

開く

1.	 はずみ車を手前にまわし、針・天びんを上
げます。

2.	 模様選択ダイヤルをまわし、点線ジグザグ
模様を選びます。

ジャージやトリコットなどの伸縮性
のある布の縫製に適した模様です。
布がのびても縫い糸が切れず、伸縮
性布の縁かがりやゴムひもの縫い付
けにも利用できます。

1.	 ２枚の布の表を合わせ、直線縫
いで縫い合わせをします。

2.	 縫い合わせを開きます。

3.	 両方の布に模様がまたがるよ
うに縫い進みます。

いろいろな布を縫い合わせ、装飾
に使います。

縫ってみましょう
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伸縮強化縫い

アップリケ

ジグザグ押え

伸
縮
縫
い

三
重

ジ
グ
ザ
グ
縫
い

縁
か
が
り
縫
い

三
重

直
線
縫
い

ジグザグ押え

ジグザグ
模様中幅

ジグザグ
模様大幅

のり付けまたはしつけ縫い

・針先に注意！
ケガをすることがあります。

・模様選択時は針を上げます
針が折れ、ケガをするこ
とがあります。

・下糸巻き軸を左側にします
下糸巻き軸が右側にあると、針
が上下しません。

三重直線縫い模様は布をのばしても縫い糸は
切れません。また、非常に強く延びない縫い模
様です。

1.	 はずみ車を手前にまわし、針・天びんを上げます。
2.	 模様選択ダイヤルをまわし、いずれかの伸縮強化縫い

模様を選びます。

ジャージ／メリヤスなどの伸縮性布や力が
かかりほつれやすい部分、デニムなどの丈夫
な布の縫い合わせに最適です。

伸縮性布を縫う場合は、ニット針を使うと、
目とびや糸切れを防ぐことができます。

市販や自作のアップリケ布を丈夫に縫い
付けます。
1.	 アップリケ布をしつけします。（のり付け

やしつけ縫い）
2.	 アップリケ布の布はしを縁かがりと同じ

要領で縫い進めます。
急な角度を縫う場合は、布はしに針を刺して
押えを上げ、布をまわします。

縫ってみましょう
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お手入れのしかた
・電源プラグを抜く注意 突然動くとケガをすることがあります。

針をはずします
ケガをすることがあります。

カマの中にほこりや糸くずがたまるとミシンの回転が重くなるだけでなく、故障の原因になります。
次の手順で掃除や確認を行ってください。

お手入れのしかた

ボビンケース

ブラシ
・外ガマの先端に触れない

ケガをすることがあります。

ケガをすることがあります。

・掃除中ははずみ車に触れない

外ガマ

ボビンケース
ストッパー

●お手入れのまえに
1.	 電源スイッチを「OFF」にし、電源コードを抜きます。
2.	 上糸、下糸（ボビン）をはずします。
3.	 はずみ車をまわし、針を上げます。
4.	 付属の針板ドライバーで針止めネジをゆるめ、針を

はずします。
5.	 押え上げレバーを上げ、押えをはずします。
●ゴミを取る（外ガマ中と送り歯ミゾ）
6.	 針板をはずします。（針板止めネジ２本を付属の針板

ドライバーではずします）
7.	 ボビンケースがボビンケースストッパーにセットされ

ていることを確認します。
ミシン運転時はボビンケースが回転しません。ボビンケース
ストッパーによって止められています。

8.	 ボビンケースをはずします。
ボビンケース手前を持ち上げ、引き出します。

9.	 外ガマのほこりや糸くずを取り除きます。
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・外ガマの先端に触れない
ケガをすることがあります。

・カマ部分は注油しない
糸がからみ、故障します。

・ランプに注意
ケガ・やけどをすることがあ
ります。

●ランプの交換

1.	 電源コードを抜いてください。
ランプは熱くなっているので、電源を切り、
充分にさましてから作業をします。

2.	 付属のランプ交換具を使用してランプ
をはずします。

図の「ゆるむ」方向にまわします。

3.	 ランプ交換具に新しい電球を挿入し、
ランプを取り付けます。

図の「しまる」方向にまわします。

付属のブラシを使用します。
●ボビンケースを装着する

1.	 ボビンケース外周のへこみ部分を送
り歯の下に挿入し、水平に外ガマの
上に置きます。

7.のボビンケースストッパーと同様に
セットされていることを確認します。

2.	 外ガマとボビンケースから手を離し、
はずみ車が抵抗なくまわすことがで
きることを確認します。

ボビンケースは回転しません。外側の外ガ
マのみ回転します。

3.	 針板をのせ、針板止めネジでしっかり
固定します。

4.	 もう一度、はずみ車をまわします。
正常にセットされているかを確認します。

電球

ランプ交換具

●注油
このミシンは注油の必要がありません。ただし長期間ご使用にならない場合

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

は、
ほこりや油の乾燥などで動かなくなることがあります。ご購入店または当社の
サービス係にお問い合わせください。

・電源プラグを抜く
注意 突然動くとケガをすることがあります。

ゆるむ

しまる

お手入れのしかた
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こんなときは（調子が悪いとき）

不具合 原因 処置 参照
ページ

布を
送らない

●縫い目の長さが布に
合っていない 模様を選び直します P22,23

●送り歯に糸くずやゴミ
がたまっている 掃除します P31,32

●押えが下がっていない 押え上げレバーを下げます P10

針が折れる

●布を無理に引っぱって
いる 手は布にそえるだけにします P24

●針の取り付けかたをま
ちがっている、しめかた
がゆるい

正しくつけ直します P9

●布に対して針が細すぎ
る

布と糸、
針の関係を合わせます P8

●糸調子が強すぎる 上糸調子を微調整します P24,25

回転が重く、
音が大きい

●カマの中に糸くずやゴ
ミがたまっている 針板をはずし、掃除します P31,32

●送り歯のミゾにゴミが
たまっている

針板をはずし、送り歯を掃除
します P31,32

縫い目に
輪ができる

●ボビンのセットを間
違っている 正しくセットします P15

●糸のかけかたをまち
がっている 正しくかけなおします P16,17

●糸調子が合っていない 適正な強さに調節します P24,25

布の裏がタオル
状になる

●上糸のかけかたがまち
がっている 正しくかけなおします P16,17

●上糸調子ツマミが「弱」
になっている 適正な強さに調整します P24,25

●押えが下がっていない 押え上げレバーを下げます P10

ミシンが
動かない

●電源コードの差し込み
が不十分 しっかり差し込みます P11

●電源スイッチが入って
いない 電源スイッチを入れます P11

●下糸巻き軸が右になっ
ている 下糸巻き軸を左にします P16,22

こんなときは
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不具合 原因 処置 参照
ページ

上糸が切れる

●糸のかけかたをまちがっている 正しくかけなおします P16,17

●ボビンケースに糸がからんでいる からんだ糸を取り除きます P31,32

●針の取り付けかたをまちがってい
る 正しくつけなおします P9

●糸調子が強すぎる 適正な強さに調節します P24,25

●布に対して糸が細すぎる 布と糸、
針の関係を合わせます P8

下糸が切れる

●ボビンのセットをまちがっている 正しくセットしなおします P15

●ボビンケースに糸がからんでいる からんだ糸を取り除きます P31,32

●カマに糸くずがたまっている 掃除をします P31,32

●下糸の調子が強すぎる 上糸がはずれています P16,17

縫い目が飛ぶ

●針の取り付けかたをまちがってい
る 正しくつけなおします P9

●針が曲がっているか、先がつぶれて
いる 針を交換します P9

●布に対して糸と針が合っていない 布と糸、
針の関係を合わせます P8

縫い目に
しわができる

●糸のかけかたをまちがっている 正しくかけなおします P16,17

●ボビンのセットがまちがっている 正しくセットしなおします P15

●針の先がつぶれている 針を交換します P9

●糸調子が強すぎる 適正な強さに調整します P24,25

この説明書に記載されている不具合および、それ以外の不具合または部品の交換、
電気系統の故障の修理サービスは、ご購入店または下記の「サービス係」にお問い
合わせください。

【送付先】〒544-0022 大阪市生野区舎利寺 3-12-5　TEL06-6717-5851
　　　株式会社　アックスヤマザキ　サービス係　行

　　　　　　　　　　　0120-40-5851

純正部品のご購入は購入店または、上記のサービス工場へお申し込みください。
ご購入いただきましたミシンは、上記の専門工場で点検修理等のサービスを致します。なお、サー

ビスには有償と無償の場合がありますので、サービス工場にお問い合わせの上、ご送付ください。
※修理、引っ越し等の輸送にはご購入時のミシン箱と緩衝材（発泡スチロール）をご利用ください。

サービス工場のご案内

（月曜~金曜　午前9：00~12：00　午後1：00～5：00　土曜・日曜・祝祭日休み）

こんなときは/サービス工場のご案内
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形式 YM82シリーズ 周波数 50Hz/60Hz

寸法 幅38.2㎝：奥行17.5㎝：高さ28.5㎝ カマ形式 水平全回転カマ

重量 5.5kg ボビン HAプラスチックボビン 
高さ約11.5ｍｍ

定格電圧 家庭用交流電源　100V 押え高さ 針板面より約6㎜

消費電力 55W（口径E12ランプ5w含） 最大送り長さ 3.8㎜

適用針 HA×1　#9~#16 最大針振幅 5.0㎜

仕様

●修理サービスのご相談
１.このミシンのご購入者には、ご購入店から１年間の「無料修理保証書」が発行されます。内容

をお確かめの上、大切に保存してください。
２.修理サービスは無料保証期間内および期間経過後も原則としてご購入店が承りますので、

ご相談ください。
３.修理サービスについてお問い合わせやご不審のある場合は、ご購入店または、お客様相談係

へお申しつけください。

●修理用部品の保存と供給
�動力伝達機能部品および縫製機能部品のうち、交換修理に必要な部品は、ご購入の日から通
常８年間は必要に応じて当社よりご購入店に供給できる体制を整えております。

●無料修理保証期間後の修理サービス
１.取扱説明書に基づいて、正しい使用とお手入れがされていれば、無料修理保証期間を経過

しても修理用部品の供給可能期間中は、ご購入店を通じて有料で修理サービスをいたしま
す。�ただし、次に該当する場合は、有料でも修理できない場合がありますので、ご購入店にご
相談ください。�イ.保存上の不備または、誤使用により不調、故障または損傷したとき。�ロ.浸
水、冠水、火災等、天災、地変により不調、故障または損傷したとき。�ハ.ご購入後の移動または
輸送によって不調、故障、損傷したとき。�ニ.ご購入店または当社の指定する販売店あるいは
サービス店以外で修理、分解、または改造したために不調、故障または損傷したとき。

２.長期間にわたってご使用されたミシンの精度の劣化は修理によって元どおりに修復できな
いことがあります。

３.有料修理サービスの場合の費用は、別に定める必要部品代金、交通費および技術料金の合計
額となります。

修理サービス要領
修理サービス要領/仕様
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●ハードケースの使いかた
1.	 穴の開いた方を背面になるようにかぶせます。

ミシンとともに持ち運びができます。
＊ハードケース内部の緩衝材（発泡スチロール）は取り外さないでください。

ミシン（背面）

穴

●フットコントローラーの使いかた
1.	 フットコントローラーのピンジャックをミシン本体のフットコントローラージャック

挿入口に奥まで確実に差し込みます。
2.	 電源コードを接続し、電源スイッチを「ON」にします。
3.	 フットコントローラーを少しずつ踏み込むと、ミシンが動き始めます。 

踏み込むほどミシンのスピードが速くなります。
4.	 踏み込むのをやめるとミシンは針が上で停止します。

ミシン本体のスピード調節ツマミでフットコントローラーでの最高速度が調節
出来ます。
フットコントローラをつないでいるときは、ミシン本体のスタート／ストップ
ボタンを押しても動きません。
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●ワイドテーブルの使いかた
1.	 脚を起こします。
2.	 ミシンの前後の補助箱ふたをはずします。
3.	 補助箱ふたをはずしたところにテーブルをセットします。

●ワイドテーブルの収納
1.	 脚をたたみます。
2.	 テーブル裏面のフック部をハードケースの穴にかけます。

〒544-0022 大阪市生野区舎利寺 3-12-5　TEL06-6717-5851
　　　株式会社　アックスヤマザキ　サービス係　行

（月曜~金曜　午前9：00~12：00　午後1：00～5：00　土曜・日曜・祝祭日休み）

オプション品のお問い合わせはミシンの機種をお確かめのうえ、
下記までお問い合わせください

オプション部品の使いかた
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保証書
機種 機械番号

※お買い上げ日 　　　　年　　月　　日 保証期間 お買い上げ日より本体１年

※
お
客
様

ご住所 〒　　　-　　　
　

TEL　　　-　　　　-　　
　　 様方

ご氏名

※
販
売
店

住所 〒　　　-　　　　

店名

TEL　　　-　　　　-　　　　

ご購入後には※
印欄への記入の
有 無 をご 確 認く
ださい。 記 入 が
な いときは 直ち
にお買い上げの
販 売 店 に お申し
出ください。

本書は再発行致
しま せ ん。 紛 失
し な いよう大 切
に保管してくださ
い。

無料修理保証について

1.	 この取扱説明書・本体添付ラベルなどの注意書きに基づき正しい使用とお手入れがされ、保証期間中に故障した場合には、商品と本書をご
持参・ご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。無料修理をさせていただきます。

2.	 なお、保証期間中の修理などアフターサービスについてのご不明な点は、お買い上げの販売店または直接下記へご相談ください。

3.	 次のような場合は、保証期間内であっても有料修理になります。
①保証書が提示されないとき
②保証書にお客様名・お買い上げ日・販売店の記入がないとき
③消耗部品の交換
④お買い上げ後の落下や輸送上の故障・損傷
⑤ご使用後の傷、変色、よごれ及び保管上の不備による損傷

4.	 また、次のような場合は有料でも修理ができないときがあります。販売店にご相談ください。
①保管上の不備または、まちがった使用での不調・故障または損傷
②火災、塩害、ガス害、地震、風水害、落雷、異常電圧およびその他の天災地変による故障・損傷
③お買い上げ後の落下や輸送上の故障・損傷
④職業用としての無理なご使用による故障・損傷
⑤購入店または当社の指定する販売店/サービス店以外での修理、分解や改造されたための故障・損傷

5.	 本書は、日本国内においてのみ有効です。
This Warranty is valid only in Japan.

6.	  ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。

7.	 贈答品などで本書記入してあるお買い上げ販売店に修理がご依頼できない場合は、直接下記へご相談ください。

8.	 長期間にわたり、ご使用されたミシンの精度の劣化は元どおりに修復できないことがあります。

9.	 有料修理の場合は、別に定める必要部品代金、輸送費および技術料の合計となります。
※この保証書は、本書により明示した期間、条件の下において無料修理をお約束するものです。
したがって、この保証書によりお客様の法律上権利を制限するものではありません。なお、ご不明な

点はお買い上げの販売店または直接下記へ、お問い合わせください。
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【保証責任者】
〒544-0022　大阪市生野区舎利寺3丁目12番5号
	 ℡　06-6717-5851～3


